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城西急変対応初動チームが発足…３

笠間焼とタイの文化がコラボ…４

結城駅前にドイトンコーヒー２号店…５

メーサイ病院職員らが視察…６

日タイの高校生が相互交流…７

IIFF が救護所設置…８

日タイ交流でメーサイ病院職員が来日…８ タイの旧正月の伝統行事・ソンク
ラーン（水掛けまつり）



–�– IIFF information

35 周年記念式典を開催

理
事
長
多
田　

正
毅

国
際
医
療
支
援
の
歩
み
を
紹
介

日
本
の
片
隅
か
ら　

世
界
へ
お
手
伝
い

　

城
西
病
院
グ
ル
ー
プ
創
立
35
周

年
を
記
念
し
、
平
成
28
年
７
月
９

日
、
新
し
く
完
成
し
た
介
護
老
人

保
健
施
設
「
す
ば
る
」
通
所
リ
ハ

ビ
リ
セ
ン
タ
ー
「
茶
釜
の
湯
」
で

記
念
式
典
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
前
場
文
夫
市
長
を
は

じ
め
、
国
会
議
員
や
県
会
議
員
、

行
政
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
域
の

人
々
、
福
祉
関
係
者
な
ど
約

500
人

が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催
し
、
35

年
の
節
目
を
祝

い
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ

は
、
城
西
病
院

が
開
院
し
た
翌

年
か
ら
本
格
的

な
活
動
を
ス

タ
ー
ト
し
、
イ

ン
ド
シ
ナ
難
民

の
医
療
支
援
を

皮
切
り
に
、
エ
チ
オ
ピ
ア
飢
餓
難
民
、
ア
フ

ガ
ン
難
民
、
タ
イ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
地
帯
と
数
多
く
の
地
域
で
活
動
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
タ
イ
の
麻
薬
撲
滅
に
対
す
る
活

動
を
展
開
し
て
い
る
メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財

団
と
協
力
。
タ
イ
北
部
に
位
置
す
る
メ
ー
サ

イ
市
や
メ
ー
サ
イ
病
院
と
の
交
流
を
通
じ
、

医
療
は
も
と
よ
り
、
教
育
、
文
化
な
ど
幅
広

い
交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
が
34
年
間
に
わ
た
っ
て
行
っ

て
き
た
国
際
医
療
支
援
や
国
際
交
流
を
写

真
な
ど
で
紹
介
し
た
小
冊
子
『
日
本
の

片
隅
か
ら　

世
界
へ
お
手
伝
い
』（
Ａ
５

版
）
が
、
城
西
グ
ル
ー
プ
創
立
35
周
年
を

記
念
し
て
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
か
ら
発
行
さ
れ
ま
し

た
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
☎

　

茨
城
国
際
親
善
厚
生
財
団
・
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
の

活
動
は
、
35
年
前
の
城
西
病
院
開
設
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
８
１
年
に
城
西
病
院
を
茨
城
県
結
城

市
で
開
院
。
そ
の
翌
年
の
82
年
、
青
年
会
議

所
の
活
動
で
、
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
の
現
状
を

視
察
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
後
、

エ
チ
オ
ピ
ア
飢
餓
難
民
の
救
済
や
ア
フ
ガ
ン

難
民
の
医
療
支
援
、
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

ラ
オ
ス
に
ま
た
が
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ト
ラ
ン
ア

ン
グ
ル
地
域
の
医
療
支
援
と
35
年
近
く
に

わ
た
っ
て
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
そ
の

間
、
国
際
医
療
協
力
に
つ
い
て
意
見
を
交
換

す
る
「
日
本
国
際
保
健
医
療
学
会
」
の
創
設

に
も
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
タ
イ
で
麻
薬
撲
滅
活
動
を
展
開

す
る
メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財
団
と
協
力
し
、

か
つ
て
世
界
的
な
麻
薬
密
造
地
帯
だ
っ
た

ゴ
ー
ル
デ
ン
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
一
角
に
位

置
す
る
タ
イ
北
部
の
メ
ー
サ
イ
病
院
と
と
も

に
、
医
療
支
援
や
医
療
交
流
を
進
め
て
き
て

い
ま
す
。
そ
の
交
流
は
、
結
城
市
と
メ
ー
サ

イ
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結
に
も
つ
な
が
り
、

教
育
や
文
化
と
、
そ
の
交
流
の
輪
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

タ
イ
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
地
域
で
も
経
済

的
に
発
展
著
し
い
国
で
す
。
し
か

し
、
タ
イ
北
部
に
位
置
す
る
メ
ー

サ
イ
市
は
、
タ
イ
・
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
ま
た
が
る
山
岳
少
数
民
族
が
数

多
く
暮
ら
し
、
タ
イ
で
も
貧
困
層
の
多
い
地

域
で
す
。

　

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
で
は
、
こ
う
し
た
山
岳
少
数
民

族
の
医
療
や
生
活
の
向
上
の
一
助
と
な
る
活

動
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
２
０
１
３
年
、
メ
ー
サ
イ
市
に
そ
の
土

台
と
な
る
「
す
ば
る
日
本
語
学
校
」
を
開
設

し
ま
し
た
。
今
後
と
も
メ
ー
サ
イ
市
や
メ
ー

サ
イ
病
院
と
協
力
し
、
国
際
医
療
の
協
力
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
国
内
で
は
、
城
西
病
院
と
密
に
連
絡

を
取
り
合
い
、
地
域
貢
献
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
茨
城
県
県

西
地
域
の
救
急
医
療
に
取
り
組
む
た
め
、
城

国
際
医
療
と
地
域
貢
献
を
推
進

０
２
９
６
（
32
）
８
２
８
８
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

西
急
変
対
応
初
動
チ
ー
ム
・
Ｊ
Ｒ
Ｒ
Ｔ
を
組

織
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の
台
風
に
よ
る

水
害
で
、
市
内
で
避
難
し
て
い
た
人
た
ち
の

見
回
り
や
診
察
を
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
行
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
病
院
グ
ル
ー
プ
内
で
救
急
医
療

体
制
を
強
化
を
す
る
一
方
で
、
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム
・
Ｄ
М
Ａ
Ｔ
を
組
織
す
る
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、医
療
を
核
に
、

地
域
や
関
係
す
る
皆
様
の
ご
支
援
を
受
け
な

が
ら
、
国
内
外
に
わ
た
っ
て
活
動
を
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

IIFF:Ibaraki International Friendship and Welfare Foundation      JRRT:Josai Rapid Response Team( 城西急変対応初動チーム )
DMAT:Disaster Medical Assistance Team( 災害派遣医療チーム）　　   ACLS:Advanced Cardiovascular Life Support( 二次心肺蘇生法 )



IIFF information –�–

緊急時に備え、医療・福祉体制を強化

ヘリポートで訓練

台
風
災
害
の
避
難
所
を
巡
回
診
療

城
西
急
変
対
応
初
動
チ
ー
ム
が
発
足

　

病
院
や
福
祉
施
設
な
ど
城
西
病

院
グ
ル
ー
プ
内
の
施
設
内
で
急
病

者
が
出
た
場
合
、
よ
り
高
度
な
初

期
治
療
を
行
い
、
そ
の
急
病
者
を

助
け
る
た
め
の
城
西
急
変
対
応
初

動
チ
ー
ム
・
Ｊ
Ｒ
Ｒ
Ｔ
が
平
成
27

年
11
月
25
日
に
発
足
し
ま
し
た
。

チ
ー
ム
は
村
田
智
史
医
師
と
二
次

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
の
資
格

を
取
得
し
た
看
護
師
６
人
で
ス

タ
ー
ト
。
病
院
や
施
設
で
急
病
に

な
っ
た
人
た
ち
に
、
高
度
な
救
命

処
置
を
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
は
、
重
症
不
整
脈
や

急
性
虚
血
性
脳
卒
中
な
ど
の
予
期

せ
ぬ
意
識
障
害
な
ど
に
対
処
す

る
た
め
、
人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
の
一
次
救
命
処
置
に

加
え
、
気
管
挿
管
や
薬
剤
投
与
と
い
っ
た
高

度
な
救
命
処
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

城
西
グ
ル
ー
プ
で
は
、
こ
れ
ま
で
個
別
に

対
応
し
て
い
た
急
変
者
に
対
し
、
チ
ー
ム
と

し
て
対
処
す
る
こ
と
で
、
城
西
グ
ル
ー
プ
全

体
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と

い
う
狙
い
が
あ
り
ま
す
。
村
田
医
師
は
「
災

害
や
急
病
は
予
期
せ
ぬ
時
、
場
所
で
発
生
し

ま
す
。Ｊ
Ｒ
Ｒ
Ｔ
を
組
織
し
た
こ
と
で
、チ
ー

ム
と
し
て
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
処

置
を
振
り
返
っ
て
検
証
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
５
月
19
日
に
は
、
グ
ル
ー
プ
内

の
職
員
36
人
が
参
加
、
Ｊ
Ｒ
Ｒ
Ｔ
が
講
師
に

な
り
１
次
救
命
処
置
の
講
習
会
を
開
き
ま
し

た
。
以
後
、
新
入
職
員
を
対
象
に
し
た
講
習

会
な
ど
順
次
開
催
し
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
救

命
に
対
す
る
意
識
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
９
月
10
日
に
茨
城
県
を
襲
っ
た

台
風
18
号
は
、
鬼
怒
川
の
堤
防
が
決
壊
し
茨

城
県
常
総
市
が
大
洪
水
に
な
る
な
ど
、
大

き
な
爪
痕
を
残

し
ま
し
た
。
茨

城
県
結
城
市
で

も
10
日
未
明
か

ら
鬼
怒
川
沿
い

に
住
む
住
民
に

対
し
て
避
難
勧

告
や
避
難
指
示

が
出
さ
れ
ま
し

た
。
鹿
窪
運
動
公

園
、
山
川
小
学
校
、

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

「
ア
ク
ロ
ス
」、
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー
な
ど
７
カ
所
が
避
難
所
と

な
り
、
ピ
ー
ク
時
に
は
約
４
７
０
世
帯
、
約

１
２
０
０
人
が
避
難
。
10
日
夜
に
は
鹿
窪
運

動
公
園
な
ど
避
難
所
６
カ
所
で
約
１
３
０
人

が
夜
を
明
か
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
医
療
ス
タ
ッ
フ

は
10
日
夜
、
こ
の
避
難
所
６
カ
所
を
巡
回
し
、

問
診
や
血
圧
測
定
な
ど
を
行
っ
て
、
体
調
不

良
が
な
い
か
、
健
康
へ
の
不
安
や
病
気
に
対

す
る
ケ
ア
を
行
い
ま
し
た
。
鹿
窪
運
動
公
園

で
は
、
男
性
１
人
が
体
調
不
良
を
訴
え
、
医

療
ス
タ
ッ
フ
が
診
察
し
た
後
、
救
急
車
で
城

西
病
院
に
搬
送
、
入
院
措
置
を
し
ま
し
た
。

　

城
西
病
院
グ
ル
ー
プ
で
は
、
災
害
時
に
地

元
の
人
た
ち
を
守
っ
て
い
こ
う
と
、
結
城
市

と
社
会
福
祉
法
人
「
筑
西
会
」
で
災
害
時
応

援
協
定
を
結
び
、
災
害
時
に
避
難
所
な
ど
で

困
っ
て
い
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
妊
婦
な

ど
を
施
設
に
受
け
入
れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
11
月
30
日
に
結
城
市
総

合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
城
西
病
院

の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
茨
城
県
防
災
航
空

隊
の
防
災
ヘ
リ
「
つ
く
ば
」
が
飛
来

し
、
本
番
さ
な
が
ら
の
被
災
者
搬
送

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
は
、

午
前
11
時
半
に
震
度
６
弱
の
震
災

が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
ス
タ
ー

ト
。
建
物
倒
壊
で
負
傷
し
た
被
災
者

を
結
城
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
「
ア
ク

ロ
ス
」
か
ら
防
災
ヘ
リ
で
城
西
病
院

に
搬
送
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト

で
は
、
こ
れ
ま
で
に

急
変
患
者
２
人
を
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
で
獨
協

医
大
に
緊
急
搬
送
し

て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
医
療
ス
タ
ッ
フ



–�– IIFF information

笠
間
焼
と
タ
イ
少
数
民
族
文
化
が
コ
ラ
ボ

熊本地震で義援金
　

平
成
28
年
４
月
14
日
に
発
生
し
た
熊
本
地
震

の
被
災
者
に
少
し
で
も
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
茨
城
県
笠
間
市
で
開

か
れ
た
陶
炎
祭（
ひ
ま
つ
り
）に
ド
イ
ト
ン
コ
ー

ヒ
ー
の
ブ
ー
ス
を
設
け
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で

コ
ー
ヒ
ー
を
配
り
、
約
63
万
円
が
集
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
合
わ
せ
、
城
西
グ

ル
ー
プ
職
員
な
ど
か
ら
も
寄
付
を
募
り
グ
ル
ー

プ
と
し
て
約
69
万
円
、
計
１
３
２
万
４
０
７
円

を
熊
本
県
を
通
じ
て
被
災
者
に
直
接
配
ら
れ
る

義
援
金
と
し
て
贈
り
ま
し
た
。

陶炎祭のドイトンコーヒー・熊本地震チャリティー

　

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
の
仲
立
ち
で
茨
城
県
笠
間
市
と

「
陶
芸
に
お
け
る
協
力
関
係
強
化
に
関
す
る

覚
書
」
を
平
成
27
年
４
月
に
締
結
し
た
メ
ー

フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財
団
は
、
笠
間
焼
の
技
術
を

取
り
入
れ
、
タ
イ
の
少
数
民
族
文
化
と
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
作
品
を
制
作
。
平
成
28

年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
笠
間
市
で
開

か
れ
た
茨
城
県
最
大
の
陶
芸
の
祭
典
「
第
35

回
笠
間
の
陶
炎
祭
（
ひ
ま
つ
り
）」
で
こ
れ

ら
作
品
を
初
披
露
し
ま
し
た
。

　

メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財
団
は
、
覚
書
締
結

に
伴
い
、
平
成
27
年
４
月
に
タ
イ
の
陶
芸
家

な
ど
を
来
日
さ
せ
、
笠
間
焼
の
作
品
や
制
作

現
場
な
ど
を
視
察
。
笠
間
市
は
覚
書
に
基
づ

き
、
技
術
交
流
の
た
め
に
平
成
28
年
２
月
に

陶
芸
家
の
根
本
達
志
さ
ん
と
戸
田
浩
二
さ
ん

を
タ
イ
に
３
週
間
派
遣
。
タ
イ
人
陶
芸
家
に

対
し
て
技
術
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
タ
イ
の
陶
芸
作
品
は
、
笠

間
焼
の
技
術
を
取
り
入
れ
、
タ
イ
の
文
化
を

取
り
入
れ
た
作
品
と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

土
は
す
べ
て
タ
イ
の
も
の
を
使
用
し
、
ナ
ッ

ツ
の
殻
を
釉
薬
に
し
た
り
、
少
数
民
族
の
衣

装
の
色
鮮
や
か
な
模
様
を
絵
柄
に
取
り
入
れ

た
独
特
の
作
品
を
制
作
。
タ
イ
の
王
宮
で
使

わ
れ
た
水
差
し
の
形
を
模
し
た
一
輪
挿
し
や

伝
統
的
に
使
わ
れ
て
き
た
籠か
ご

を
か
た
ど
っ
た

作
品
な
ど
、
数
多
く
の
作
品
を
陶
炎
祭
に
出

品
し
ま
し
た
。

　

陶
炎
祭
に
は
メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財
団
Ｃ

Ｅ
Ｏ
の
プ
ア
ン
グ
ロ
イ
・
デ
ィ
ス

ク
ル
妃
殿
下
（
ク
ン
イ
ン
妃
殿

下
）
と
タ
イ
人
陶
芸
家
ら
９
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

陶
炎
祭
は
、
２
０
０
人
を
超
え

る
笠
間
焼
の
陶
芸
家
た
ち
が
参
加

し
、
約
１
週
間
の
開
催
期
間
中
に

51
万
人
を
超
え
る
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

タ
イ
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
人
た

ち
は
、
タ
イ
の
土
と
釉
薬
で
作
っ

た
作
品
と
知
る
と
驚
き
、
タ
イ
北

部
の
麻
薬
撲
滅
活
動
の
一
環
と
し

て
陶
芸
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

知
る
と
、
興
味
を
増
し
て
作
品
を

じ
っ
く
り
と
鑑
賞
。「
形
や
色
遣

い
が
日
本
の
作
品
と
一
味
違
う
」

と
人
気
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

陶炎祭に出品したタイの陶芸家による作品

作品を見るクンイン妃殿下と橋本昌県知事、山口伸樹笠間市長ら

笠間焼を視察するタイの陶芸家
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IIFF
の
活
動
を
広
く
紹
介

結城駅前にドイトンコーヒー国内２号店オープン

病
院
内
講
義
や
講
演
会

　

ド
イ
ト
ン
コ
ー
ヒ
ー
２
号
店
が
平

成
27
年
11 
月
13 
日
、
結
城
駅
前
の
結

城
市
民
情
報
セ
ン
タ
ー
一
階
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

ド
イ
ト
ン
コ
ー
ヒ
ー
は
、
タ
イ
の

麻
薬
撲
滅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
タ
イ
北
部

は
世
界
的
な
麻
薬
地
帯
で
し
た
が
、

タ
イ
王
室
は
メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財

団
を
設
立
、
違
法
に
栽
培
し
て
い
た

ケ
シ
の
代
わ
り
に
コ
ー
ヒ
ー
や
マ
カ

ダ
ミ
ア
ナ
ッ
ツ
な
ど
を
栽
培
、
タ
イ

北
部
の
山
岳
民
族
に
麻
薬
に
頼
ら
な

い
合
法
的
な
生
活
手
段
を
得
よ
う
と

「
ド
イ
ト
ン
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
展
開
。
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
は
こ
の
趣
旨
に

賛
同
し
、
２
０
１
２
年
に
城
西
病
院

内
に
日
本
で
唯
一
の
ド
イ
ト
ン
コ
ー

ヒ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

２
号
店
は
、
ド
イ
ト
ン
コ
ー
ヒ
ー

や
ド
イ
ト
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ
と

を
よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
、
そ
し
て
結
城
市
の
賑
わ

い
の
一
助
に
な
り
た
い
と
、
結
城
の

玄
関
口
と
も
言
え
る
結
城
駅
前
に
店

舗
を
構
え
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
タ
イ
か
ら
メ
ー
フ
ァ
ー

ル
ワ
ン
財
団
会
長
の
デ
ィ
ス
ナ
ダ
・

デ
ィ
ス
ク
ル
殿
下
（
愛
称
ク
ン
チ
ャ

イ
殿
下
）
と
財
団
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
プ
ア
ン

グ
ロ
イ
・
デ
ィ
ス
ク
ル
妃
殿
下
が
駆
け
付

け
、
前
場
文
夫
結
城
市
長
、
臼
井
平
八
郎
県

議
、
中
田
松
雄
結
城
市
議
長
、
笠
間
市
の
久

須
美
忍
副
市
長
ら
と
と
も
に
、
オ
ー
プ
ン
を

祝
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
多
田
正
毅
理
事
長
は
、

メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財
団
と
の
関
係
を
語
り

「
結
城
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
そ
し
て

結
城
市
の
１
つ
の
顔
に
な
っ
て
ほ
し
い
」。

ク
ン
チ
ャ
イ
殿
下
は
「
ド
イ
ト
ン
は
日
本
と

タ
イ
を
結
ぶ
架
け
橋
。
姉
妹
都
市
と
な
っ
た

結
城
市
と
タ
イ
の
メ
ー
サ
イ
市
の
新
た
な
歴

史
が
始
ま
る
」
と
祝
福
し
ま
し
た
。

　

２
号
店
は
午
前
10 
時
か
ら
午
後
６
時
、

土
、
日
、
祝
日
は
午
前
11 

時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
営
業
し

ま
す
。
月
曜
日

は
原
則
休
み
に

な
り
ま
す
。
ま

た
、
学
生
は
学

生
証
を
提
示
す

れ
ば
、
１
０
０

円
の
割
引
に
な

り
ま
す
。

　

全
国
で
唯
一
、
30
数
年
に
わ
た
り
個
人

病
院
を
核
に
国
際
医
療
支
援
活
動
を
続
け

て
き
た
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
。
そ
の
活
動
を
通
し
、

世
界
的
な
保
健
医
療
を
学
ぼ
う
と
、
獨
協

医
科
大
学
で
は
毎
年
、
城
西
病
院
で
講
義

を
行
っ
て
い
ま
す
。
海
外
医
療
支
援
に
か

か
わ
っ
た
職
員
か
ら
、
戦
乱
の
中
の

ア
フ
ガ
ン
難
民
支
援
。
ア
ジ
ア
の
貧

し
い
環
境
ゆ
え
に
麻
薬
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ

ス
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
地
域
の

医
療
支
援
や
国
際
交
流
を
学
習
。
地
域
で

も
、
高
校
の
教
職
員
を
対
象
に
し
た
勉
強
会

や
保
護
司
会
な
ど
の
勉
強
会
に
も
講
師
に
招

か
れ
、
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

毎年行われている獨協医科大学の国際保
健の講義

結城二高で開かれた教職員を対象にし
た講演会
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城西グループ職員がタイで研修

メ
ー
サ
イ
病
院
職
員
が
城
西
病
院
を
視
察

２
台
目
の
は
し
ご
車

メ
ー
サ
イ
市
へ

ア
ン
さ
ん

ピ
ン
さ
ん

エ
ー
さ
ん

ポ
ン
さ
ん

　

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
で
は
毎
年
、
城
西
病
院
と
友
好

病
院
を
結
ぶ
タ
イ
・
メ
ー
サ
イ
病
院
の
看
護

師
ら
を
受
け
入
れ
、
１
カ
月
間
に
わ
た
っ
て

日
本
の
医
療
現
場
を
視
察
し
て
い
ま
す
。
平

成
27
年
10
月
１
日
に
来
日
し
た
の
は
、
看
護

師
で
透
析
セ
ン
タ
ー
勤
務
の
ポ
ン
パ
ン
・
ソ

ム
ヨ
ン
さ
ん
＝
愛
称
ポ
ン
＝
と
救
急
部
勤
務

の
サ
イ
サ
モ
ー
ン
・
ペ
ン
パ
ン
さ
ん
＝
愛
称

エ
ー
。
平
成
28
年
３
月
14
日
に
来
日
し
た
の

は
理
学
療
法
士
の
ラ
ッ
テ
ィ
ヤ
ポ
ー
ン
・
ワ

ン
マ
ネ
さ
ん
＝
愛
称
ア
ン
＝
と
看
護
師
で
救

急
部
勤
務
の
シ
リ
ナ
パ
・
シ
リ
コ
ト
ゥ
ル
ン

グ
ロ
ト
さ
ん
＝
愛
称
ピ
ン
。
４
人
は
、
城
西

病
院
を
は
じ
め
、社
会
福
祉
法
人
「
筑
西
会
」

の
福
祉
施
設
も
視
察
。
城
西
病
院
の
看
護
師

や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
の
職
員
と
熱
心

に
情
報
交
換
し
、「
視
察
の
成
果
を
タ
イ
で

生
か
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

王歓歓さん

中国からも視察
　

中
国
・
西
安
市
か
ら
日
本
の
介
護

を
学
ぶ
た
め
、
王
歓か
ん
か
ん歓
さ
ん
が
平
成

27
年
10
月
、
来
日
し
ま
し
た
。
王
さ

ん
は
、
約
１
カ
月
間
、
社
会
福
祉
法

人
「
筑
西
会
」
の
介
護
老
人
保
健
施

設
す
ば
る
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

城
西
病
院
グ
ル
ー
プ
の
職
員
ら
約

40
人
が
平
成
28
年
４
月
12
日
か
ら
18

日
ま
で
、
タ
イ
の
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　

視
察
は
、
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
と
友
好
財
団

に
な
っ
て
い
る
メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ワ
ン

財
団
、
城
西
病
院
と
友
好
病
院
に

な
っ
て
い
る
国
立
メ
ー
サ
イ
病
院
、

結
城
市
と
姉
妹
都
市
を
締
結
し
て

い
る
メ
ー
サ
イ
市
を
訪
問
し
ま
し

た
。
結
城
市
の
前
場
文
夫
市
長
も

同
行
し
、
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　

タ
イ
で
は
、
旧
正
月
の
４
月
12

日
か
ら
、
ソ
ン
ク
ラ
ー
ン
（
水
掛

け
ま
つ
り
）
が
行
わ
れ
、
メ
ー
サ

イ
市
で
職
員
ら
も
参
加
し
、
市
民

と
交
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
行
は
メ
ー
サ
イ
市
役

所
の
一
角
に
設
け
ら
れ
た
「
す
ば
る

日
本
語
学
校
」
や
メ
ー
サ
イ
市
郊
外
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
立
ち
並
ぶ

地
域
に
オ
ー
プ
ン
し
た
日
本
食
堂
「
四

季
」
も
視
察
し
ま
し
た
。

　

メ
ー
サ
イ
市
に
２
台
目
と
な
る
は
し
ご
車

が
贈
ら
れ
、
平
成
28
年
４
月
13
日
に
現
地
で

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
代
目
の
は
し

ご
車
は
、
平
成
26
年
11
月
の
山
火
事
で
活
躍

し
、
２
台
目
を
熱
望
し
て
い
ま
し
た
。

メーサイ病院を訪問する多田理事長ら

ソンクラーンに参加し、市民と交流

すばる日本語学校

メーサイ市にオープンした日本料理店「四季」



IIFF information –�–

日本の高校生もタイ訪問

日
本
の
高
校
生
活
体
験

タ
イ
の
高
校
生

　

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
の
国
際
交
流
事
業
で
、
結
城
市

と
メ
ー
サ
イ
市
の
姉
妹
都
市
締
結
を
記
念
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
タ
イ
高
校
生
の
受
け
入
れ

は
平
成
28
年
度
で
４
年
目
を
迎
え
、
４
月
５

日
に
メ
ー
サ
イ
校
か
ら
高
校
２
年
の
ナ
ト
ナ

レ
エ
・
チ
ェ
ン
サ
ン
ワ
ン
さ
ん
と
ア
ル
テ
ィ

タ
ヤ
・
イ
ン
カ
さ
ん
、
パ
ヤ
オ
ピ
タ
ヤ
コ
ム

校
か
ら
高
校
２
年
生
の
ノ
ッ
パ
ナ
ド
・
ブ
ア

パ
ド
君
、
サ
オ
ワ
ネ
・
テ
ィ
ア
ン
プ
ラ
コ

ン
さ
ん
の
４
人
を
招
き
ま
し
た
。
ま
た
、

両
校
の
教
師
４
人
も
生
徒
と
と
も
に
訪
日

し
、
約
１
週
間
、
教
育
現
場
な
ど
を
熱
心

に
視
察
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
は
、
結
城
一
高
と
結
城
二
高
に
分
か
れ
て
、
１
カ

月
間
に
わ
た
っ
て
日
本
の
高
校
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。
４
人

は
、
ク
ラ
ス
の
中
に
入
っ
て
授
業
を
受
け
、
ク
ラ
ブ
活
動
も

楽
し
み
ま
し
た
。
結
城
紬
や
笠
間
焼
な
ど
、
茨
城
県
の
伝
統

工
芸
を
学
ぶ
授
業
も
あ
り
、
伝
統
工
芸
の
技
術
保
持
者
や
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
に
教
え
て
も
ら

い
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
み
た
ら
し
団
子

や
お
好
み
焼
き
な
ど
日
本
食

を
作
っ
て
食
べ
た
り
、
す
っ

か
り
日
本
の
高
校
生
と
親
友

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

タ
イ
の
高
校
生
を
受
け
入
れ

た
結
城
一
高
と
結
城
二
高
は
、

夏
休
み
に
生
徒
４
人
と
校
長
先

生
を
メ
ー
サ
イ
校
と
パ
ヤ
オ
ピ

タ
ヤ
コ
ム
校
の
視
察
に
派
遣
し

ま
し
た
。
結
城
一
高
は
古
谷
英

雄
校
長
と
２
年
生
の
梅
山
七
星

さ
ん
、
渡
邉
拓
巳
君
、
結
城
二

高
は
時
野
谷
栄
治
校
長
、
猪
瀬

美
夢
さ
ん
、
大
森
一
輝
君
の
６

人
。
両
校
を
訪
問
し
、
授
業
を

参
観
し
た
り
、
生
徒
た
ち
の
前

で
日
本
の
紹
介
を
し
た
り
、
高

校
の
制
服
を
着
て
記
念
写
真
を

撮
る
な
ど
、
内
容
の
濃
い
視
察

を
重
ね
ま
し
た
。

　

ま
た
、
麻
薬
撲
滅
で
活
動
す

る
メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財
団

の
ド
イ
ト
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
視
察
し
、
紙
す
き
な
ど
も

体
験
し
ま
し
た
。
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ふ
れ
あ
い
福
祉
の
集
い

日
タ
イ
交
流
で
来
日

表紙の言葉
目的  この法人は、災害時における茨城県内の緊急医療福祉支援
体制の強化や県内の国際支援団体の育成、県内在住の児童 ･ 青少
年の健全な育成と国際理解の促進を図る事業を行うことにより、
災害に強い地域づくりや、多様性のある活力にあふれた地域社会
の創造に寄与することを目的とする。

茨城国際親善厚生財団
茨城県結城市結城 10745-24　城西病院内  
TEL ＆ FAX 0296-32-8288  e-mail:jshp01@aol.com
ホームページ　http://josai-hp.com/iiff/iiff_top.html

公益財団法人

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
が
救
護
所
を
設
置

　

平
成
28
年
10
月
12
日
、

ベ
ル
ギ
ー
の
フ
ィ
リ
ッ
プ

国
王
夫
妻
を
天
皇
皇
后
両

陛
下
が
結
城
市
に
ご
案
内

す
る
に
当
た
り
、
Ｉ
Ｉ
Ｆ

Ｆ
で
は
、
歓
迎
に
集
ま
っ

た
市
民
の
た
め
の
救
護
所

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
結
城
駅
前
に

大
勢
の
人
が
集
ま
り
、
長

　

メ
ー
サ
イ
病
院
の
職
員
２
人
が

平
成
28
年
９
月
27
日
、
来
日
し
ま

し
た
。
２
人
は
、
ピ
ッ
タ
ヤ
ー
・

ム
エ
ア
ン
ク
ワ
さ
ん
＝
愛
称
・
ピ
ー

＝
（
写
真
左
）
と
ナ
タ
ポ
ン
・
サ

タ
ポ
ン
パ
タ
ラ
ポ
ン
さ
ん
＝
愛
称
・

ソ
ム
＝
で
、
栃
木
県
小
山
市
の
日

本
語
学
校
で
１
年
半
に
わ
た
り
日

本
語
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
通
所
リ

ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

「
茶
釜
の
湯
」
で
日

本
の
介
護
事
情
を
視

察
し
、
日
本
文
化
な

ど
を
体
験
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
10
月
24
日
に
結
城
市
の
ア
ク
ロ

ス
駐
車
場
、
平
成
28
年
９
月
10
日
に
同
市
の

鹿
窪
総
合
体
育
館
で
開
か
れ
た
「
ふ
れ
あ
い

福
祉
の
つ
ど
い
」
で
、
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
が
タ
イ
や

ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
の
海
外
に
寄
贈
す
る
救
急

車
を
展
示
し
ま
し
た
。
車
両
は
、
か
つ
て
現

役
で
活
躍
し
、
車
内
に
は
そ
の
面
影
が
残
っ

て
い
ま
す
。
救
急
車

に
は
多
く
の
子
供
た

ち
が
乗
り
込
み
、
遊

園
地
の
よ
う
に
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

毎
年
実
施
し
て
い
る
城
西
グ
ル
ー
プ

の
タ
イ
研
修
で
は
、
タ
イ
の
旧
正
月

の
伝
統
行
事
・
ソ
ン
ク
ラ
ー
ン
（
水

掛
け
ま
つ
り
）
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
ま
つ
り
は
、
ま
さ
に
無
礼
講
。

タ
イ
人
も
日
本
人
も
大
人
も
子
供

も
関
係
な
く
、
童
心
に
戻
っ
て
、
無

心
に
な
っ
て
水
を
掛
け
合
い
、
ず
ぶ

濡
れ
の
状
態
で

す
。
ま
さ
に
、

人
と
人
と
が
触

れ
合
う
一
瞬

は
、
国
際
交
流

の
第
一
歩
。

茨城国際親善厚生財団公益財団法人 ✚救護

く
休
ん
だ
後
に
帰

宅
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
ほ
か
の
２

人
は
そ
の
ま
ま
で

は
症
状
が
悪
化
す

る
と
判
断
。
う
ち

２
人
は
救
急
車
で

病
院
に
緊
急
搬
送

し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
に

は
、
10
月
９
、
10
日
に
結
城
市
の
健
田
須
賀
神

社
を
会
場
に
開
か
れ
た
「
結
い
市
」、
28
年
10

月
29
、
30
日
に
結
城
市
の
ア
ク
ロ
ス
や
け
や
き

公
園
な
ど
を
会
場
に
開
か
れ
た
「
祭
り
ゆ
う

き
」で
も
救
護
所
を
設
置
し
、気
分
が
悪
く
な
っ

た
り
け
が
を
し
た
人
な
ど
の
手
当
を
し
ま
し

た
。
今
後
も
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
で
は
、
結
城
市
内
の
イ

ベ
ン
ト
や
お
祭
り
な
ど
、
人
が
大
勢
集
ま
る
際

に
は
、
救
護
所
を
設
置
し
て
い
く
方
針
で
す
。

天皇陛下御一行の車列と歓迎する市民

祭
り
ゆ
う
き
で
の
救
護
所

天皇陛下ご訪問に際し設置した救護所

IIFF

時
間
に
わ
た
っ
て
天
皇
陛
下
ご
一
行
の
車
列

を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
快
晴
で

気
温
が
高
か
っ
た
た
め
、
お
迎
え
に
待
っ
て

い
た
３
人
が
体
調
の
不
良
を
訴
え
て
救
護
所

を
訪
れ
ま
し
た
。
う
ち
、
１
人
は
幸
い
症
状

が
軽
く
、
救
護
所
で
診
療
を
行
い
、
し
ば
ら

結
い
市
で
の
救
護
所


